
やわらニュース
100

15

（報告者　広報情報委員長　吉岡　幹雄）

やわらニュース100号

　平成２年11月１日に、増永繁二初代理事長の「全組合員はいまこそ結集を」と

いう表題で創刊号が発刊されました。それから約33年近く続いてきた広報やわら

ニュース。この間、組合員向けに様々な情報発信源としてお手元に届けてきまし

た。

　まだ私が入会する前から広報誌が発刊されているので、やわらニュースのほう

が私の先輩にあたるということになります。

　今回、めでたく「やわらニュース100号発刊」の制作にかかわることができたと

いう、うれしい気持ちと、失敗しない記念号にしなければいけないという気持ち

が入り交じり、どう作り上げていけばよいのか迷いました。ただ、100号という

記念すべき数字ではありますが、この先150号、200号と続いていくやわらニュー

ス。今回も１つの通過点ということで、広報情報委員会としては今までどおり、

組合員の皆様への情報発信に徹していこうと考えています。

　これからも組合員の皆様には原稿の依頼をしていきますので、どうか嫌な顔を

せずにひきうけて下さい（笑）。また、新しい情報などありましたら共有できる

ように発信していきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

YAWARA

祝
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平成２年11月１日　創刊号発刊
平成３年９月30日
やわらニュース（ミニ広報誌）スタート

　平成２年11月１日に記念すべき「やわらニュース創刊号」が発刊されました。創刊号はコピー用紙

に印刷された白黒原稿ですが、内容は盛りだくさんです。当初携わった広報情報委員の先生方の熱

がひしひしと伝わってきます。広報誌は、その時代の活動や情報、社会貢献につながる内容など、

まさに歩んできた歴史そのものです。バックナンバーを拝読すると、結構面白い内容や懐かしい記

事なども記載されていますので、興味のある方は広報情報委員までお問い合わせ下さい。組合に長

年在籍されている組合員は、当時の思い出に浸るのもいいですし、新しく入った組合員は、過去の

歴史に触れるのもおもしろいのではないかと思います。

やわらニュース広報誌の歩み

（報告者　広報情報委員長　吉岡　幹雄）
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平成３年10月６日　初ミニ組合まつり開催

無線綴じ
冊子合併号
スタート

特別号発刊

平成６年２月27日　初組合まつり開催 平成11年７月25日　柔整会報とやわらニュース合併
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　令和５年２月19日（日）午前10時から、株式会社エス・エス・ビー北陸営業所角屋勝教氏

を講師として開催された「Zoomをホストとして開催・管理する方法」に参加しました。参加

組合員数は15名でした。

　福井県柔道整復師協同組合としてはZoom関連による講習会は２回目となります。第１回

Zoom講習会に参加された組合員も多数おられましたが、最初の基本編から「どうするん

だったっけ？」「何をすればいいか解らんわ」などなど・・・

　第１回Zoom講習会終了直後のデジタル脳はどこへやら、きれいにアナログ脳に戻ってし

まっているかたも見受けられました。私もそのうちの一人ですが、２回目ということもあり

やり方をなんとなく思い出しながら受講しました。新たに教えていただいたUSB接続のカ

メラ画像の共有は学術などにも使えるのでは、と思いました。ちなみに、各地区には協同組

合よりUSB接続カメラを1台ずつ渡してありますのでご活用下さい。

　予定された90分の講演時間内に収まらず延長になったのは言うまでもありません。どこ

が解らないのかが解らなくて質問することができない我われにも、角屋氏は初級編からわか

りやすく説明していただき大変ありがたかったです。

　終了後も分からない箇所などを個別に質問し、最後には参加された全ての組合員がZoom

をホストとして開催・管理できるまでデジタル脳になることができました。

　ただし、今解っていても使わなければまた忘れてしまうんだろうな、と思いました。

（報告者　広報情報委員長　吉岡　幹雄）

Zoomをホストとして開催・管理する方法に参加して

ミーティングに参加

サイン イン
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　コロナが未だ収束しない中、今回も「組合まつり」が通常どおり開催できず、代替企画として指定業者より購入し

た商品、当選本数22本の中から抽選する「おたのしみ抽選会」を開催しました。

　令和５年３月21日(火・祝)学術研究発表会後に理事長・専務理事・事業利用促進委員、他学術に参加された組合員

の立ち合いのもと、宮下理事長が代表して抽選ボックスから１枚ずつくじを引き厳正な抽選会を行いました。

　「おたのしみ抽選会」の参加資格とし、２月の送金通知書に同封した参加券を指定日までに事務局へ提出した方の

みが対象でした。組合員全員に抽選参加資格があり、ほとんどの組合員が参加すると予想し、当選確率はかなり低

くなると思いましたが、抽選券を提出してくれた組合員は94名と残念ながら３桁に届かない結果となりました。抽

選券には商品の詳細などが記入してありましたが、抽選券と一緒になっていたため、提出してしまった後に手元に

商品の詳細が残らないという事がありました。当選された組合員へは指定業者から郵送または手渡しにて届けられ

るという説明を徹底していなかったことにより、急に業者さんが当選した商品を持ってこられたり、商品が送付さ

れてきたりとビックリさせてしまいました。賞品に「協同組合から組合まつり代替企画当選賞品です」などと一言そ

えたら良かったのかな、と思います。

　次回同じような企画で開催することがあれば反省点として生かしていこうと思います。

　なにはともあれ、当選された皆様おめでとうございます！

組合まつり代替企画お楽しみ抽選会

（報告者　事業利用促進委員長　松村　千果）
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協同組合通常総会開催

　令和５年５月20日(土)、午後２時から柔整会館にて行われた社団

の定時総会に続き、協同組合通常総会が開催されました。

　今年度の総会も、新型コロナウイルスが5類になったとはいえ収

束したとは言えない状況のため、組合員の皆様には昨年同様、議決

権行使書の提出をお願いし、小規模での開催となりました。

　総会は堂前専務理事の開会の辞で始まり、続いて理事長から議長

に帰山明朗組合員が選任されました。引き続き議事に入り、第1号

議案から第4号議案までの重要議案が原案通り可決承認されました。

　第５号議案、役員選任の件では推薦会議議長より、公益社団法人

福井県柔道整復師会の役員から、宮下治由組合員、堂前泰彦組合員

が理事候補として推薦された旨の説明がありました。

　議長は、推薦会議から推薦された理事候補者11名と監事候補者2名を一括

で採決し、満場一致をもって可決承認されました。

　来年の総会はコロナの心配をしないで全員出席のもと行われることを

願っています。

（報告者　福利厚生教育委員長　樫原　康二）

新たなスタートを切る

　令和５年６月３日（土）、午後3時から柔整会館３階にて、いつもの顔ぶれと新しい顔ぶれが入り交じっての
新理事役員初顔合わせがありました。私もご縁があり何回かこの初顔合わせに参加していますが「心機一転こ
の新しいメンバーで活動していくんだ」と、気が引き締まる瞬間です。
　私が初顔合わせに初めて参加させていただいた時のことですが、右も左も分からずオロオロしていたとき
に、尊敬している大先輩から「自分に与えられた仕事をこなす事は当たり前のことで、積極的にそれ以上の仕
事を自分から見つけて活動して下さい。わからないことは分からないままにせず、先輩理事になんでも聞いて
職務を全うしてください。全ての責任は先輩理事がとるから」と言われたことを思い出します。
　私は、尊敬している大先輩の言葉を今でも思い出しながら少しでも近づけるように職務を全うしていきたい
と思っています。
　しかし、正直上手にサボることも覚えてしまった自分がいることは内緒にしておきます（笑）。

（報告者　広報情報委員長　吉岡　幹雄）
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組合役員

（報告者　総務委員長　山本　嘉久）

北信越学術大会新潟大会に参加して

　６月17日（土）から18日（日）、協同組合総務委員長として新潟大会に参加しま
した。
　２年後の福井大会に向け、新潟県柔道整復師協同組合の指定業者と福井大会
時の案内状送付のことを含め、代理店やメーカーと情報交換をしてきました。
　その中で、北信越だけではなく、それ以外の学術大会での展示に関する話な
ども聞け、内容の濃い話ができたことがとても良かったです。
　展示会場を担当する協同組合として、会場のレイアウト、展示会場への案内
など、前回の福井大会での反省も含めて、考えるべきことが何かがわかり、よ
り多くの学術大会参加者が展示会場に足を向けてもらう工夫が必要だと、今回
も感じました。
　来年は長野大会があ

ります。少しでも多くの情報を得て、開催する会場
次第でどうするか熟慮が必要ですが、組合理事の皆
様と共に協議を重ね、２年後の福井大会がより良い
ものになる様に頑張っていきますので、組合員皆様
のご協力をお願いいたします。
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　令和５年６月17日（土）から６月18（日）、ANAクラウンプラザホテル新潟で北信越学術大会新潟大会が盛大
に開催されました。個人的には初めて開会式夕食会に出席させていただきました。他県より参加されていた先
生方と意見交換ができ、あっという間に4時間が過ぎてしまいました。「最初の1時間は来賓祝辞があるよ」と聞
いていたので、正直長くなるなと思っていましたが、衆参両議員の先生方から、我われ柔道整復師に対して
「救護など社会貢献活動をはじめ、国民の健康を身近に支えてくれて感謝します。しかし、先生方の診療報酬
など大変厳しいというご意見をよく耳にします。仕事に対して先生方の生活を国として支えていかないといけ
ない。ぜひご意見をお寄せ下さい」と、力強い祝辞をいただきました。「政治なくして柔整なし」という言葉の
意味がよく分かりました。
　翌日の特別講演や学術発表ですが、組合理事としてメインとなる個人の仕事をこなさなくてはいけませんで
した。その中で、新潟県柔道整復師組合理事担当者や展示出展業者との意見交換などをして情報を伺ってきま
した。福井県主管の時に参考になるように、参加できなかった組合理事と情報を共有して準備していきたいと
思います。出展業者から一番聞かれたことは、やはりコロナにより失われた３年間をどう埋めていくかでし
た。「同じような思いを我われもしているので、当たり前に対面で話ができる環境を作って、お互いに盛り上
がっていきましょう。福井県開催時はぜひお声かけお願いします」とありがたい言葉をいただくことができま
した。

　最後に、新潟ってやっぱり遠いなぁと思いながら運転しましたが、行き帰りの車中は、組合祭りや福井県大
会をどうするか、組合事業をどう進めていくか、など終始真面目な話で盛り上がりました（笑）。
　夕食会で出された料理は、新潟県産の食材をメインに構成された大変おいしい食事内容でした。

（報告者　広報情報委員長　吉岡　幹雄）

第43回公益社団法人日本柔道整復師会
北信越学術大会新潟大会に参加して



やわらニュース
100

23

　令和５年２月19日（日）午前10時から、株式会社エス・エス・ビー北陸営業所角屋勝教氏

を講師として開催された「Zoomをホストとして開催・管理する方法」に参加しました。参加

組合員数は15名でした。

　福井県柔道整復師協同組合としてはZoom関連による講習会は２回目となります。第１回

Zoom講習会に参加された組合員も多数おられましたが、最初の基本編から「どうするん

だったっけ？」「何をすればいいか解らんわ」などなど・・・

　第１回Zoom講習会終了直後のデジタル脳はどこへやら、きれいにアナログ脳に戻ってし

まっているかたも見受けられました。私もそのうちの一人ですが、２回目ということもあり

やり方をなんとなく思い出しながら受講しました。新たに教えていただいたUSB接続のカ

メラ画像の共有は学術などにも使えるのでは、と思いました。ちなみに、各地区には協同組

合よりUSB接続カメラを1台ずつ渡してありますのでご活用下さい。

　予定された90分の講演時間内に収まらず延長になったのは言うまでもありません。どこ

が解らないのかが解らなくて質問することができない我われにも、角屋氏は初級編からわか

りやすく説明していただき大変ありがたかったです。

　終了後も分からない箇所などを個別に質問し、最後には参加された全ての組合員がZoom

をホストとして開催・管理できるまでデジタル脳になることができました。

　ただし、今解っていても使わなければまた忘れてしまうんだろうな、と思いました。

総務委員会

　引き続き、福井県柔道整復師協同組合の総務委員長に委嘱されました。

新型コロナウイルスが「５類」相当となり、まだ終息はしていませんが、本年度より通常通りの事業を目指し

て頑張りたいと思っています。

　本年度は「組合まつり」の開催を考えています。組合員と指定業者にとって、より良いものにしていけるよ

うに、計画していきたいと思います。

　また、社団とともに、２年後の北信越ブロック福井大会への準備を進めてまいります。

　浅学非才ではありますが、これまでの経験を活かし、協同組合発展のため新理事の組合員の方がたの協力を

得ながら精進して行きますので、組合員皆様の尚一層のご理解とご協力、そしてご指導ご鞭撻をよろしくお願

いいたします。

総務委員長　山本　嘉久

委 員 長 就 任 挨 拶
よろしくお願い致します！よろしくお願い致します！

財務委員会

　引き続き財務委員長を務めます。社団と連携して健全な財務運営に努めて参ります。

財務委員長　堂前　泰彦

事業利用促進委員会

　引き続き事業利用促進委員長を務めることになりました。

　まだまだ未熟ですが、他委員長にご指導を仰ぎながら、組合員が必要とする商品の斡旋や組合事業を幅広くご

理解いただけるように、また組合員にとっても指定業者様にとってもWIN!　WIN!なことが出来るよう努力し

たいと思います。

事業利用促進委員長　松村　千果

介護福祉委員会

　この度、介護福祉委員長を務めることになりました。2000年４月「介護保険制度」が導入された時に介護支援

専門員の資格を取得してから早いもので24年が経過しました。柔道整復師と介護支援専門員としての両方の目

線で、患者さんや御家族からの相談やケアプラン作成など、多岐にわたり活動しています。ご興味のある方はぜ

ひご連絡ください。

介護福祉委員長　吉岡　幹雄
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福利厚生教育委員会

　この度、福利厚生教育委員長に就任し、3期目を務めさせていただきます。まだまだ未熟な私ですが、福井

県柔道整復師協同組合の発展に力を尽くしていきたいと思っております。５月８日よりコロナが5類扱いとな

り、色々な行事も活発に行われるようになってきましたので、今年度は組合まつりを開催する予定です。いろ

いろなことで組合員の皆様のお役に立てるよう励んでまいります。

福利厚生教育委員長　樫原　康二

広報情報委員会

　引き続き広報情報委員長に委嘱されました。今回は記念すべき「やわらニュース100号」発刊に携われること

ができ大変光栄でした。正直なところ、やわらニュース100号記念作成はどう取り組んでいこうかプレッ

シャーの方が大きかったです。これから２年間、広報情報委員会として広報誌作成に取り組み組合員の皆様に

ホットな情報を提供していこうと思います。

広報情報委員長　吉岡　幹雄

保険委員会

　この度、保険委員長を務めることになりました。組合員の皆様の将来にとって、有益な保険の情報を提供し

たいと考えています。今後ともご指導ご鞭撻、そしてご協力のほどよろしくお願いします。

保険委員長　土田　稲明
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　介護を行う上での基本理念に「介護の三原則」
というものがあります。1982年、デンマーク
において当時「高齢者問題委員会」の委員長で
あったベント・ロル・アナセン氏によって提唱さ
れた考え方で、別名「アナセンの三原則」とも呼
ばれます。
　デンマーク国内だけでなく世界中の介護に取
り入れられており、日本の介護においても重要
な基礎となっています。
　介護の三原則とは、介護を行う人が基本とす
るべき以下の3つの考え方を指します。

　介護を必要とする人が、住み慣れた生活環境
や生活リズムを突然変えることなく、できるだ
けそれまでの生活を継続していけるようにサ
ポートすること。
　（例）
　それまでの生活習慣（朝はゆっくりコーヒー
を飲む、夕食後はテレビを見て過ごすなど）を
そのまま続けてもらえるように配慮することが
必要です。部屋が明るくないと眠れない方なら、
ムリに暗くして寝ていただくのではなくセン
サーで眠ったことを確認してからご家族が照明
を消しに行ったり、明け方から起床する方がい
れば、無理に寝かせず静かに活動していただく
ことなどが考られます。
　人には誰でも長く慣れ親しんできた生活習慣
というものがあります。とくに高齢者にとって
は、生活環境の変化は大きなストレスとなり、
認知症などを招くことにもつながります。介護
する人の都合で高齢者の生活を安易に変えるの

ではなく、できるだけ本人の生活が継続できる
ように知恵を絞っていくことが重要です。

　介護を必要とする人が、自分の暮らし方や生
き方を自分で決められるように支援し、その決
定を尊重すること。
（例）
　　「手を煩わせたくない」とガマンしてしまう
高齢者もいます。「○○でいいですよね」　　
　と決めつけたり「早く決めてください」と急か
すような対応には疑問があります。そして「○
○が食べたい」「○○したい」といった自己決定
がされたなら、周囲はそれを叶えられるようで
きる限りサポートする必要があります。ただ、
明らかに不適切な決定の場合はどうすべきか判
断に迷うこともあります。たとえば認知症の方
が、真夏に「今日はこれを着る」と言って、厚手
のセーターを出してきたらどうしたらよいで
しょうか。そんなときは「暑いからそんなのや
めましょう」と取り上げるのではなく、一度そ
れを着て汗をかいたタイミングで着替えを提案
するなど、本人が納得できる方法を考えてみる
ことが必要です。
　認知症高齢者の場合、どうせ分からないから
と本人抜きで周囲が決めてしまいがちです。し
かし、認知症の人が何も分からないわけではな
く「ないがしろにされて辛い」「情けない」という
感情はしっかり感じられています。できるだけ
本人に分かりやすく情報を提供して意思や考え
を引き出し、ケアに反映させていくことが必要
です。

介護の原点に立ち返る

生活の継続性

自己決定の尊重
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　何でも周囲が手伝ってしまうのではなく、今
ある能力を最大限に使い、自分でできることは
自分でやってもらうことが大切です。
　（例）
　たとえば片麻痺の方であれば、麻痺のない方
の手なら問題なく使えます。「危なっかしいか
ら」「時間がかかるから」と、周囲がすべてやっ
てしまうのではなく、持ちやすい食器を使った
り、着脱しやすい衣服を利用するなど環境側を
工夫することで、自分でできることの幅が大き
く広がります。杖や手すりがあれば歩けるので
あれば、どこに行くにも車いすを使ってしまう
のではなく、時と場合によって自分で歩いてい
ただくようにしたり、認知症でもできる家事を
見つけて、それを担ってもらうといったことも
該当します。

　体に残された機能を活用することがよいリハ
ビリになり、機能が回復・維持できるメリット
のほかに「まだまだ自分にもできることがある」
という自己肯定感から、生きる意欲を引き出す
ことにつながります。逆に「至れり尽くせり」で
何でも先回りしてやってしまうと、できていた
ことまでできなくなるなど機能低下を招くこと
があります。

　以上の三原則に立ち返り、真にご利用者様の
ためになるケアプラン作りを考えてみてはいか
がでしょうか。サービス担当者会議などで話し
合ってみてください。

残存能力の活用

（報告者　坂井地区　細川　博治）
（細川接骨院デイサービスセンター経営）
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株式会社 エムテック

新規指定業者紹介

担当理事：野川 浩毅

　令和５年５月に新規指定業者となられた「株式会社エムテック」をご紹介いたします。
　すでに、送金通知書に同封されたチラシ等でご案内しておりますが、以下の商品の他に、特殊プリントか
ら遠赤外線を放射するサポーター『テラックス ケアテクト』や、私たちが日常業務で取り扱う機会の多いテー
ピングも取り扱っております。
　ご興味のある方は、ぜひ担当者までお問い合わせください。
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保険代理店
ウエルズ株式会社

〒916-0016
福井県鯖江市神中町１丁目5-8

住 所

0778-52-1106
0120-999-876

営業時間 平日︓午前9時～午後5時半(土日祝祭休）

T E L 

【FAX】0778-52-2104
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編 集 後 記
　

　近年の日整会長の再々の交代は、我われの業

界において大変危険であり、いたたまれなかっ

たです。しかし、当会においては、宮下会長が

４期目の会長および理事長に再選されたことは

たいへん嬉しいことです。会員の団結の証であ

り、指導力の現れでしょう。また、宮下会長

は、今回の北信越ブロック会の会長および日本

柔道整復師会の監事に就任されました。宮下会

長の挑戦は留まることはありません。少しでも

見習う一年にしたいと思います。
（滋良）

　新型コロナウイルス感染症も感染症法上では

２類感染症から5類感染症に移行し、人の流れ

は活発になりつつありますが、まだまだ感染力

が強い新型コロナウイルス。きっと私だけは大

丈夫と楽観視せずに、まだまだ気を引き締めて

いこうと思います。
（yoshi）

　

　先日、大阪環状線の電車内で立っていたとき

に生まれて初めて席を譲ってもらいました。最

近の若者も捨てたもんじゃないなと嬉しくなっ

た反面、私も席を譲られる歳になったのかと寂

しくもなりました。以前に中学生に席を譲られ

た人が「ふざけるな」と怒ったと話題になったこ

とがありました。「ふざけるな」は論外ですが、ま

だまだ席を譲られる歳ではないという気持ちも

わかります。でも、私は初めての体験で一瞬戸惑

いましたが、こういうときは素直にならねばと

思い「ありがとう」と感謝して座らせていただき

ました。60歳、還暦は難しい年齢です。
（雅広）

　皆さま、はじめまして。本年度より広報部員と

して参加させていただきます充応と申します。

 始まって間もない部員としての仕事ですが早

くも校正などの壁にぶち当たっております・・

が、諸先輩方からのご指導ご鞭撻を受けながら

皆さまから寄稿いただいた大切な原稿と向き合

い頑張っていきたいと思います。

 やわらニュース100号の記念すべき回から参加

できたことに感謝です。

（充応）




